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広田町・黒崎神社例大祭

根岬梯子虎舞が
勇壮な舞を披露

　東日本大震災犠牲者の鎮魂と早期復興
を願う黒崎神社（荒木眞

ま さ き

幸宮司）の例大
祭は10月11日、広田町で開かれ、伝統芸
能の数々が地域住民らを魅了しました。
　同神社前では、広田小児童による広田
御祝いや七福神、虎舞、創作太鼓などが
披露され、市外の太鼓やよさこい団体な
ども出演し祭りを盛り上げました。
　市無形民俗文化財の根岬梯

は し ご

子虎舞では、
舞で使用する長さ約20㍍、計49段の梯子
が約50年ぶりに新調されました。高さ約
21㍍の梯子を舞台に2頭の唐獅子と3人の
才
さ い

防
ぼ う

が勇壮な舞を披露すると、詰めかけ
た観衆は大きな拍手と歓声を送りました。

市制施行60年のあゆみ
市勢功労者表彰・叙勲受章
市役所からのお知らせ
秋の全国火災予防運動実施
税を考える週間

健康だより
県立高田病院・大船渡病院の診療案内
介護お茶のみ話

生涯学習情報
はまらっせあ

気仙風土記



ANNIVERSARY

RIKUZENTAKATA

昭和30年 高田・気仙・広田の３町、小友、米崎、矢作、
竹駒、横田の５村が合併し、陸前高田市
が誕生（写真❶）

 第一回市長・市議会議員選挙を実施
昭和32年 陸前高田商工会が発足
昭和33年 市役所の新庁舎が竣工（写真❷）
昭和35年 チリ地震津波が襲来、死者8人、被災者3,376

人、176戸の家屋が流失・全壊（写真❹）
昭和38年 通岡有料道路が開通
 陸前高田市消防署がスタート
昭和40年 陸前高田市農業協同組合が発足
 市民会館が竣工（写真❺）
 高田中と竹駒中が統合し、第一中学校が

開校
昭和41年 第一中学校に下矢作中学校が統合
昭和42年 矢作・気仙・横田・竹駒・高田の森林組

合が合併し、陸前高田市森林組合を設立
昭和43年 高松宮賜杯第12回全日本軟式野球大会が

本市で開催
 陸前高田市水道事業所が発足
昭和45年 広田湾工業開発を柱とする新総合計画を策定
 第35回国民体育大会軟式野球大会が本市

で開催
昭和46年 第２回全国高等学校バレーボール選抜優

勝大会、和歌山国体で優勝（写真❻）
昭和47年 国道45号が全線開通（写真❼）
 市庁舎が増築
昭和48年 学校給食センターが竣工
 勤労青少年ホームが開所
昭和49年 天皇・皇后両陛下が行幸啓
昭和51年 市民体育館、県立高田病院が竣工
昭和52年 中央公民館が竣工
 集中豪雨で死者２人、被害額６億円の損害
昭和53年 市立図書館が竣工
 市消防庁舎が竣工
昭和54年 市立博物館が竣工
昭和58年 国道45号高田バイパスが全線開通
 移動図書館車「はまゆり号」が運行開始
昭和60年 市役所新庁舎が増築
 保健センターが新築落成
昭和61年 在京陸前高田人会が発足
 第１回三陸気仙サイクルロードレースを

開催
昭和62年 杉の家「はこね」が竣工
昭和63年 陸前高田地域振興株式会社が設立
 高田高野球部が第70回全国高等学校野球

選手権大会に出場（写真10）
平成元年 全国太鼓フェスティバルがスタート

平成３年 陸前高田シーサイドターミナル「タピッ
ク45」が竣工（写真11）

平成４年 県立高田松原野外活動センターが竣工
 気仙大工左官伝承館が竣工
 ふれあいセンターが竣工
 剣豪千葉周作顕彰第１回少年剣道錬成大

会を開催
平成５年 高田松原「タピック45」が道の駅に選定
平成６年 海と貝のミュージアムが竣工
 在道陸前高田人会が発足（写真12）
平成７年 陸前高田市Ｂ＆Ｇ海洋センターが竣工
 陸前高田市国際交流協会を設立
平成10年 サンビレッジ高田が竣工
 市交流促進センター・炭の家が竣工
平成11年 公共下水道の供用開始
 オートキャンプ場モビリアが竣工
平成13年 総合営農指導センターが竣工
平成14年 台風６号、21号が猛威をふるう（写真14）
 高田松原物産館が竣工
平成15年 三陸南地震、十勝沖地震津波が襲来
平成16年 広田湾漁業協同組合が誕生
 黒崎仙峡温泉が竣工（写真15）
 学校給食センターが鳴石に新築移転
平成17年 今泉保育所が竣工
平成18年 三陸縦貫自動車道通岡トンネルが貫通
 三陸気仙サイクルロードレースが20回の歴史に幕
平成19年 川の駅よこたが竣工
 第一中新校舎が竣工
平成20年 広田水産高が閉校
 竹駒保育園が竣工
平成21年 三陸縦貫自動車道「高田道路（通岡ＩＣ～

碁石海岸ＩＣ3.4km）」先行区間が開通
 氷上橋が竣工
平成22年 チリ地震津波が襲来
 アップルロードが全線開通
平成23年 東日本大震災が発生（写真16）
 仮設住宅の入居開始
 震災復興計画を策定
平成24年 市公認キャラクター「たかたのゆめちゃ

ん」が誕生（写真17）
 奇跡の一本松保存募金を受付開始
 仮設市立図書館が開館
平成25年 奇跡の一本松復元完成式を開催
 天皇・皇后両陛下が行幸啓
 オリジナル米「たかたのゆめ」の田植え、

稲刈り（写真18）
平成26年 三陸沿岸道路高田道路開通式（写真19）
 ベルトコンベア土砂搬送開始式を開催
 市営住宅下和野団地に入居開始（写真20）
 名古屋市と友好都市の協定を締結
 国営追悼・記念施設（仮称）を高田松原

地区に設置する閣議決定
 市消防防災センターが竣工
平成27年 高齢者・障がい者と防災シンポジウムを開催
 市コミュニティホールが竣工（写真21）
 高田高新校舎が竣工
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13平成７年　市制施行40周年
　を記念して開催された梯子
　虎舞フェスティバル

❽昭和55年　北村西望氏作に
　よる「母子像」が建立される

❾昭和60年　ＮＨＫのど自慢
　公開録画

市制施行60年のあゆみ

震災を乗り越え
命と絆を守り
世界に誇れる美しいまちへ
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ANNIVERSARY

RIKUZENTAKATA

昭和30年 高田・気仙・広田の３町、小友、米崎、矢作、
竹駒、横田の５村が合併し、陸前高田市
が誕生（写真❶）

 第一回市長・市議会議員選挙を実施
昭和32年 陸前高田商工会が発足
昭和33年 市役所の新庁舎が竣工（写真❷）
昭和35年 チリ地震津波が襲来、死者8人、被災者3,376

人、176戸の家屋が流失・全壊（写真❹）
昭和38年 通岡有料道路が開通
 陸前高田市消防署がスタート
昭和40年 陸前高田市農業協同組合が発足
 市民会館が竣工（写真❺）
 高田中と竹駒中が統合し、第一中学校が

開校
昭和41年 第一中学校に下矢作中学校が統合
昭和42年 矢作・気仙・横田・竹駒・高田の森林組

合が合併し、陸前高田市森林組合を設立
昭和43年 高松宮賜杯第12回全日本軟式野球大会が

本市で開催
 陸前高田市水道事業所が発足
昭和45年 広田湾工業開発を柱とする新総合計画を策定
 第35回国民体育大会軟式野球大会が本市

で開催
昭和46年 第２回全国高等学校バレーボール選抜優

勝大会、和歌山国体で優勝（写真❻）
昭和47年 国道45号が全線開通（写真❼）
 市庁舎が増築
昭和48年 学校給食センターが竣工
 勤労青少年ホームが開所
昭和49年 天皇・皇后両陛下が行幸啓
昭和51年 市民体育館、県立高田病院が竣工
昭和52年 中央公民館が竣工
 集中豪雨で死者２人、被害額６億円の損害
昭和53年 市立図書館が竣工
 市消防庁舎が竣工
昭和54年 市立博物館が竣工
昭和58年 国道45号高田バイパスが全線開通
 移動図書館車「はまゆり号」が運行開始
昭和60年 市役所新庁舎が増築
 保健センターが新築落成
昭和61年 在京陸前高田人会が発足
 第１回三陸気仙サイクルロードレースを

開催
昭和62年 杉の家「はこね」が竣工
昭和63年 陸前高田地域振興株式会社が設立
 高田高野球部が第70回全国高等学校野球

選手権大会に出場（写真10）
平成元年 全国太鼓フェスティバルがスタート

平成３年 陸前高田シーサイドターミナル「タピッ
ク45」が竣工（写真11）

平成４年 県立高田松原野外活動センターが竣工
 気仙大工左官伝承館が竣工
 ふれあいセンターが竣工
 剣豪千葉周作顕彰第１回少年剣道錬成大

会を開催
平成５年 高田松原「タピック45」が道の駅に選定
平成６年 海と貝のミュージアムが竣工
 在道陸前高田人会が発足（写真12）
平成７年 陸前高田市Ｂ＆Ｇ海洋センターが竣工
 陸前高田市国際交流協会を設立
平成10年 サンビレッジ高田が竣工
 市交流促進センター・炭の家が竣工
平成11年 公共下水道の供用開始
 オートキャンプ場モビリアが竣工
平成13年 総合営農指導センターが竣工
平成14年 台風６号、21号が猛威をふるう（写真14）
 高田松原物産館が竣工
平成15年 三陸南地震、十勝沖地震津波が襲来
平成16年 広田湾漁業協同組合が誕生
 黒崎仙峡温泉が竣工（写真15）
 学校給食センターが鳴石に新築移転
平成17年 今泉保育所が竣工
平成18年 三陸縦貫自動車道通岡トンネルが貫通
 三陸気仙サイクルロードレースが20回の歴史に幕
平成19年 川の駅よこたが竣工
 第一中新校舎が竣工
平成20年 広田水産高が閉校
 竹駒保育園が竣工
平成21年 三陸縦貫自動車道「高田道路（通岡ＩＣ～

碁石海岸ＩＣ3.4km）」先行区間が開通
 氷上橋が竣工
平成22年 チリ地震津波が襲来
 アップルロードが全線開通
平成23年 東日本大震災が発生（写真16）
 仮設住宅の入居開始
 震災復興計画を策定
平成24年 市公認キャラクター「たかたのゆめちゃ

ん」が誕生（写真17）
 奇跡の一本松保存募金を受付開始
 仮設市立図書館が開館
平成25年 奇跡の一本松復元完成式を開催
 天皇・皇后両陛下が行幸啓
 オリジナル米「たかたのゆめ」の田植え、

稲刈り（写真18）
平成26年 三陸沿岸道路高田道路開通式（写真19）
 ベルトコンベア土砂搬送開始式を開催
 市営住宅下和野団地に入居開始（写真20）
 名古屋市と友好都市の協定を締結
 国営追悼・記念施設（仮称）を高田松原

地区に設置する閣議決定
 市消防防災センターが竣工
平成27年 高齢者・障がい者と防災シンポジウムを開催
 市コミュニティホールが竣工（写真21）
 高田高新校舎が竣工
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市
勢
功
労
者
表
彰
は
、
公
共
の
福
祉
と
市
勢
の
進
展
に
尽
く
し
た
市
民
や
団
体
を
顕
彰
し
、
功

績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。長
年
の
功
績
が
顕
著
な
市
勢
功
労
者
が
こ
の
ほ
ど
決
定
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
11
月
5
日
に
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
陸
前
高
田
市
市
勢
功
労
者

長
年
の
功
績
を
た
た
え

20
人
・
２
団
体
を
表
彰
す
る

　

昭
和
62
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
28

年
間
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を
務
め

ま
し
た
。
９
年
か
ら
産
業
経
済
常
任

委
員
長
、
11
年
か
ら
19
年
ま
で
市
議

会
議
長
を
歴
任
し
、
市
勢
発
展
に
尽

力
し
ま
し
た
。

自
治
功
労

（
市
議
会
議
員
）小

こ

松
ま つ

　 眞
まこと

 さん（79）
広田町字大祝

　

平
成
15
年
か
ら
27
年
ま
で
12
年
間

に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を
務
め
ま
し

た
。23
年
に
市
議
会
副
議
長
お
よ
び

総
務
常
任
委
員
長
、
25
年
か
ら
議
会

運
営
委
員
長
を
歴
任
し
、
市
勢
発
展

に
尽
力
し
ま
し
た
。

自
治
功
労

（
市
議
会
議
員
）佐

さ

竹
た け

　 強
つよし

 さん（71）
高田町字中和野

　

平
成
15
年
か
ら
27
年
ま
で
12
年
間

に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を
務
め
ま
し

た
。
19
年
か
ら
産
業
建
設
常
任
委
員

長
、
23
年
か
ら
市
議
会
副
議
長
を
歴

任
し
、
市
勢
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

自
治
功
労

（
市
議
会
議
員
）千

ち

田
だ

勝
か つ

治
じ

 さん（67）
小友町字塩谷

　

平
成
15
年
か
ら
27
年
ま
で
12
年
間

に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を
務
め
ま
し

た
。
19
年
か
ら
教
育
民
生
常
任
委
員

長
、
25
年
か
ら
産
業
建
設
常
任
委
員

長
を
歴
任
し
、
市
勢
発
展
に
尽
力
し

ま
し
た
。 自

治
功
労

（
市
議
会
議
員
）佐

さ

藤
と う

信
し ん

一
い ち

 さん（66）
矢作町字打越
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平
成
11
年
か
ら
27
年
ま
で
16
年
間

に
わ
た
り
広
田
町
第
４
区
区
長
を
務

め
ま
し
た
。
地
域
の
行
政
事
務
の
処

理
を
は
じ
め
、
住
民
の
利
便
お
よ
び

行
政
区
内
の
地
域
振
興
に
尽
力
し
ま

し
た
。

自
治
功
労（区　

長
）臼

う す

井
い

　 剛
つよし

 さん（72）
広田町字岩倉

　

昭
和
53
年
か
ら
平
成
23
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ま
で
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年
間
に
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た
り
統
計
調
査
員
を
務
め

ま
し
た
。
漁
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セ
ン
サ
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、

さ
ま
ざ
ま
な
調
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に
従
事
し
、
精
度

の
高
い
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査
票
の
作
成
に
努
め
、
重

要
な
調
査
に
貢
献
し
ま
し
た
。

自
治
功
労（統　

計
）大

や ま と

和 孝
こ う

一
い ち

 さん（79）
小友町字小崎下
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に
従
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し
、
精
度
の
高

い
調
査
票
の
作
成
に
努
め
、
重
要
な

調
査
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

自
治
功
労（統　

計
）田

た

村
む ら

康
や す

子
こ

 さん（73）
高田町字鳴石

　

昭
和
59
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
31

年
間
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
を
務
め

ま
し
た
。
経
済
セ
ン
サ
ス
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
に
従
事
し
、
精
度

の
高
い
調
査
票
の
作
成
に
努
め
、
重

要
な
調
査
に
貢
献
し
ま
し
た
。

自
治
功
労（統　

計
）佐

さ

々
さ

木
き

善
よ し

重
の ぶ

 さん（77）
矢作町字二田野

　

昭
和
48
年
か
ら
こ
れ
ま
で
43
年
間

に
わ
た
り
統
計
調
査
員
を
務
め
て
い

ま
す
。
住
宅
統
計
調
査
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
に
従
事
し
、
精
度

の
高
い
調
査
票
の
作
成
に
努
め
、
重

要
な
調
査
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

自
治
功
労（統　

計
）村

む ら

上
か み

森
も り

二
じ

 さん（72）
広田町字小長洞

　

平
成
13
年
か
ら
25
年
ま
で
13
年
間

に
わ
た
り
納
税
貯
蓄
組
合
長
を
務
め

ま
し
た
。
納
税
の
重
要
性
を
認
識
し
、

組
合
員
の
納
税
思
想
の
高
揚
に
努
め

る
と
と
も
に
、
多
年
に
わ
た
り
納
期

内
の
完
納
に
貢
献
し
ま
し
た
。

自
治
功
労（納　

税
）佐

さ

々
さ

木
き

達
た つ

也
や

 さん（78）
広田町字泊

　

昭
和
54
年
か
ら
こ
れ
ま
で
37
年
間

に
わ
た
り
、
統
計
調
査
員
を
務
め
て

い
ま
す
。
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
に
従
事
し
、
精

度
の
高
い
調
査
票
の
作
成
に
努
め
、

重
要
な
調
査
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

自
治
功
労（統　

計
）臼

う す

井
い

正
ま さ

彦
ひ こ

 さん（73）
広田町字後花貝

　

平
成
15
年
か
ら
27
年
ま
で
12
年
間

に
わ
た
り
、
教
育
委
員
を
務
め
ま
し

た
。
高
い
識
見
を
も
ち
、
東
日
本
大

震
災
後
に
お
け
る
学
校
適
正
規
模
化

の
推
進
な
ど
、
本
市
教
育
行
政
の
発

展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

教
育
文
化
功
労

（
教
育
行
政
）細

ほ そ

谷
や

秀
ひ で

幸
ゆ き

 さん（60）
米崎町字沼田
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東
日
本
大
震
災
の
直
後
か
ら
、
障

が
い
者
支
援
団
体
と
し
て
障
が
い
者

の
被
災
状
況
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
車

両
に
よ
る
無
償
移
動
の
支
援
に
従
事

し
ま
し
た
。「
高
齢
者
・
障
が
い
者

と
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
主

催
者
と
し
て
本
市
が
目
指
す
「
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の

い
ら
な
い
ま
ち
」
に
向
け
て
尽
力
し

ま
し
た
。

日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）

民
生
功
労

（
社
会
福
祉
）

　

平
成
23
年
８
月
か
ら
市
立
第
一
中

学
校
敷
地
内
に
内
科
、
外
科
な
ど
を

含
む
８
診
療
科
の
診
療
所
を
開
設
し

ま
し
た
。
土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び

祝
日
に
診
療
を
行
う
と
と
も
に
、
心

療
内
科
や
皮
膚
科
の
診
療
を
追
加
す

る
な
ど
、
医
療
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を

汲
み
取
り
な
が
ら
医
師
不
足
の
緩
和

と
地
域
医
療
の
充
実
に
尽
力
し
ま
し

た
。

一
般
社
団
法
人
岩
手
県
医
師
会

民
生
功
労（医　

療
）

　

平
成
16
年
に
陸
前
高
田
地
域
振
興

株
式
会
社
の
取
締
役
に
就
任
し
、22
年

か
ら
同
社
代
表
取
締
役
、24
年
に
は

キ
ャ
ピ
タ
ル
ホ
テ
ル
１
０
０
０
の
代

表
取
締
役
会
長
を
歴
任
し
、商
工
業
の

発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

産
業
功
労（商

工
業
）故 小

お やま よし のり

山剛令 さん（享年70）
高田町字中田

　

平
成
８
年
か
ら
27
年
ま
で
19
年
間

に
わ
た
り
市
農
業
委
員
会
委
員
を
務

め
ま
し
た
。
20
年
か
ら
会
長
に
就
任

し
、
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
し
て

適
正
な
農
地
行
政
の
執
行
に
尽
力
し

ま
し
た
。 産

業
功
労（農　

業
）石

い し

川
か わ

滿
み つ

雄
お

 さん（80）
小友町字小ヶ口

　

平
成
15
年
か
ら
高
田
町
第
１
区
乙

公
衆
衛
生
組
合
長
を
務
め
ま
し
た
。

16
年
か
ら
市
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会

理
事
、
平
成
18
年
に
副
会
長
を
歴
任

し
、
地
域
の
環
境
美
化
な
ど
の
活
動

に
尽
力
し
ま
し
た
。

民
生
功
労

（
公
衆
衛
生
）小

お

野
の

寺
で ら

恒
つ ね

雄
お

 さん（76）
高田町字鳴石

　

昭
和
60
年
に
入
団
以
来
、
28
年
間

に
わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励
し
ま
し

た
。
平
成
24
年
か
ら
市
消
防
団
長
に

就
任
し
、
優
れ
た
統
率
力
と
指
導
力

で
団
員
の
士
気
高
揚
に
努
め
、
消
防

使
命
の
達
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。

治
安
功
労（消　

防
）故 大

おお

坂
さか

　淳
じゅん

さん（享年56）
高田町字中和野

　

平
成
５
年
か
ら
27
年
ま
で
22
年
間

に
わ
た
り
陸
前
高
田
商
工
会
の
役
員

を
務
め
ま
し
た
。
11
年
か
ら
副
会
長
、

18
年
か
ら
会
長
を
歴
任
し
、
商
工
業

の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

産
業
功
労（商

工
業
）阿

あ

部
べ

勝
か つ

也
や

 さん（74）
米崎町字地竹沢

　

昭
和
55
年
に
入
団
以
来
、
27
年
間

に
わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励
し
ま
し

た
。
優
れ
た
統
率
力
と
旺
盛
な
責
任

感
の
も
と
気
仙
分
団
長
を
務
め
、
団

員
の
指
導
育
成
、
地
域
住
民
へ
の
防

火
思
想
の
普
及
に
尽
力
し
ま
し
た
。

治
安
功
労（消　

防
）河

こ う

野
の

精
あ き

夫
お

 さん（64）
竹駒町字滝の里
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各
分
野
の
進
展
に
長
年
に
わ
た
り
貢
献
し
て
き
た
３
人

が
、
平
成
26
年
秋
と
27
年
春
に
叙
勲
を
受
章
し
ま
し
た
。

陸
前
高
田
市
か
ら

3
人
が
叙
勲
を
受
章

　

昭
和
50
年
に
入
団
以
来
、
33
年
間

に
わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励
し
ま
し

た
。
優
れ
た
統
率
力
と
指
導
力
の
も

と
気
仙
分
団
長
を
務
め
、
組
織
の
充

実
強
化
、
地
域
住
民
へ
の
防
火
思
想

の
普
及
に
尽
力
し
ま
し
た
。

治
安
功
労（消　

防
）吉

よ し

田
だ

照
て る

義
よ し

 さん（59）
気仙町字古谷

　

昭
和
52
年
に
入
団
以
来
、
31
年
間

に
わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励
し
ま
し

た
。
優
れ
た
統
率
力
と
指
導
力
の
も

と
矢
作
分
団
長
を
務
め
、
団
員
の
指

導
育
成
、
地
域
住
民
へ
の
防
火
思
想

の
普
及
に
尽
力
し
ま
し
た
。

治
安
功
労（消　

防
）千

ち

葉
ば

輝
て る

雄
お

 さん（61）
矢作町字上小黒山

　

昭
和
40
年
に
入
団
以
来
、
平
成
11

年
ま
で
35
年
間
に
わ
た
り
消
防
業
務

に
精
励
し
ま
し
た
。
９
年
か
ら
市
消

防
団
長
と
し
て
優
れ
た
統
率
力
を
発

揮
し
、
消
防
団
員
の
指
導
育
成
に
尽

力
し
ま
し
た
。

吉
よ し

田
だ

貞
さ だ

雅
ま さ

 さん（74）
米崎町字川西

瑞
宝
単
光
章

（
消　
防
）

平
成
27
年  

春

　

昭
和
40
年
か
ら
平
成
13
年
ま
で
36

年
間
に
わ
た
り
民
生
・
児
童
委
員
を

務
め
ま
し
た
。
４
年
か
ら
竹
駒
町
民

生
児
童
委
員
協
議
会
長
と
し
て
社
会

福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
ま
し
た
。 新

に い

沼
ぬ ま

富
と み

雄
お

 さん（89）
竹駒町字北平

瑞
宝
単
光
章

（
社
会
福
祉
）

平
成
26
年  

高
齢
者
叙
勲

　

昭
和
29
年
に
旧
矢
作
村
の
職
員
と

し
て
入
職
し
、
平
成
15
年
ま
で
48
年

間
に
わ
た
り
務
め
ま
し
た
。
７
年
か

ら
市
収
入
役
と
し
て
８
年
間
在
職

し
、
市
行
財
政
の
円
滑
な
運
営
に
努

め
、
市
勢
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

大
お お

塚
つ か

幹
み き

夫
お

 さん（79）
高田町字下和野

瑞
宝
双
光
章

（
地
方
自
治
）

平
成
26
年  
秋 平

成
26
年
秋
～
27
年
春

⑦



　

市
は
、
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
の
田
谷
住
宅
団
地
区
画
へ

の
移
転
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
と

は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

た
時（
平
成
23
年
３
月
11
日
）に
、

市
内
で
被
害
を
受
け
た
世
帯
の

集
団
移
転
を
促
進
す
る
た
め
、

安
全
な
場
所
に
住
宅
を
再
建
で

促
進
事
業
に
参
加
し
て
い
る
世

帯
❷
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業
の
補
助
制
度
を
活
用

し
て
住
宅
再
建
を
し
て
い
る
世

帯
❸
国
の
被
災
者
生
活
再
建
支

援
金
な
ど
を
受
け
て
住
宅
を
再

建
し
て
い
る
世
帯
―
に
該
当
す

る
場
合
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
。

◆
申
込
方
法
…
復
興
対
策
局
事

業
推
進
室
で
配
布
し
て
い
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

復
興
対
策
局
事
業
推
進
室
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
…
平
成
28
年
１
月

８
日
㊎　

◆
区
画
決
定
…
申
し
込
み
が
１

世
帯
だ
け
の
場
合
は
、
そ
の
世

帯
で
決
定
し
ま
す
。
申
し
込
み

が
複
数
件
の
場
合
は
抽
選
で
決

定
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
復
興
対
策

局
事
業
推
進
室
事
業
推
進
係
（
内

線
４
３
５
、
４
３
６
）

　

11
月
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。 

一
人
一
人
が
火
災
予
防
に
対
す

る
意
識
を
持
ち
、
焼
死
事
故
や

貴
重
な
財
産
の
損
失
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

【
火
防
点
検
の
実
施
】

　

11
月
８
日
に
消
防
団
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
、
婦
人
消
防
協
力

隊
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
て
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
】

❶
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
、
毎
月
１
回
は
警
報
器
を
点

検
し
ま
し
ょ
う
。

❷
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
延

焼
を
防
ぐ
た
め
、
カ
ー
テ
ン
や

じ
ゅ
う
た
ん
、
寝
具
な
ど
は
防

き
る
よ
う
支
援
す
る
制
度
で
す
。

移
転
す
る
人
は
、
被
災
し
た
移

転
元
の
土
地
に
居
住
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

【
募
集
団
地
の
区
画
内
容
】

◆
団
地
名
…
田
谷
団
地　

◆
所
在
地
…
広
田
町
字
天
王
前
、

羽
根
穴

◆
区
画
数
…
２
区
画

◆
区
画
面
積
…
❶
❷
各

３
２
９
．
９
９
㎡

◆
土
地
売
買
価
格
…
❶

２
４
３
万
２
０
２
６
円

❷
２
４
５
万
８
４
２
５

円　

※
賃
貸
も
可
能　

◆
申
込
資
格
…
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
た
時

に
、
市
が
設
定
し
た
広

田
地
区
移
転
促
進
区
域

内
に
居
住
し
、
り
災
証

明
書
の
交
付
を
受
け
て

い
る
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
❶
す
で
に
他
の

団
地
の
防
災
集
団
移
転

炎
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

❸
火
災
の
初
期
は
消
火
器
で
の

消
火
が
有
効
で
す
。
住
宅
用
消

火
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

【
た
ば
こ
火
災
に
注
意
】

　

住
宅
の
火
災
で
最
も
多
い
原

因
は
「
た
ば
こ
」
の
不
始
末
で

す
。
な
か
で
も
寝
た
ば
こ
に
よ

る
火
災
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
が
完
全
に
消
え
な
い

ま
ま
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
た
こ
と
に

よ
る
火
災
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

灰
皿
に
は
水
を
入
れ
、
た
ば
こ

の
吸
い
殻
に
引
火
し
な
い
よ
う

に
確
実
に
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
消
防
署
予

防
係
☎
�
２
１
１
９

広
田
地
区
で
住
宅
再
建
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
へ

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
・
田
谷
住
宅
団
地
の

移
転
希
望
者
を
追
加
募
集

11
月
9
日
～
15
日
は

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

無
防
備
な  

心
に
火
災
が  

か
く
れ
ん
ぼ

火
災
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
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市役所からのお知らせ

　

毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
税

務
署
な
ど
で
は
税
務
行
政
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
広
報
広
聴

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
年

の
テ
ー
マ
は
「
税
の
役
割
と
税

務
署
の
仕
事
」
で
す
。

　

納
め
た
税
金
は
、
国
や
県
、

市
町
村
の
地
域
福
祉
、
教
育
、

産
業
の
振
興
、
震
災
復
興
な
ど

の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
く
ら
し
と
税
に
つ
い

て
家
庭
や
職
場
な
ど
で
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
作
品

展
」（
気
仙
地
区
租
税
教
育
推
進

協
議
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
す
。

陸
前
高
田
市
、
大
船
渡
市
、
住

田
町
の
児
童
の
習
字
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
法
お
よ
び
地
方
税
法
で
健
康

保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会

保
険
料
を
納
め
た
と
き
と
同
じ

く
、
社
会
保
険
料
の
控
除
と
し

て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
27
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た

保
険
料
の
全
額
で
す
。

　

社
会
保
険
料
の
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
を
証
明
す

る
書
類
の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。
27
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
人
に
は
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

と
き
に
は
必
ず
証
明
書
ま
た
は

領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

27
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年

【
市
内
児
童
の
作
品
】

◆
日
時
…
11
月
４
日
㊌
～
11
日

㊌
９
時
～
22
時　

※
４
日
㊌
13

時
～
22
時
。
11
日
㊌
9
時
～
13

時
。
８
日
㊐
は
防
災
訓
練
の
た

め
13
時
～
22
時

◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

ー
ル

【
大
船
渡
市・住
田
町
児
童
の
作
品
】

◆
期
間
…
11
月
11
日
㊌
～
17
日
㊋

◆
会
場
…
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

　

管
内
の
事
業
所
を
対
象
に
、

平
成
27
年
分
の
年
末
調
整
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
11
月
18
日
㊌
❶
10
時

～
正
午
❷
13
時
30
分
～
15
時
30

分　

※
30
分
前
か
ら
受
け
付
け

◆
会
場
…
リ
ア
ス
ホ
ー
ル

◆
持
ち
物
…
税
務
署
か
ら
郵
送

さ
れ
た
資
料

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
大
船
渡
税

務
署
☎
㉖
３
４
８
１

　

市
税
は
、
市
民
が
く
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
必
要
な
財
源
で
す
。
期
限

内
に
市
税
を
納
め
ず
滞
納
す
る

と
事
業
の
財
源
を
確
保
で
き
ず
、

納
期
内
に
税
金
を
納
め
た
市
民
の

生
活
に
も
影
響
が
出
ま
す
。

　

期
限
内
に
納
付
の
確
認
が
で

き
な
い
場
合
に
は
督
促
状
を
送

付
し
、
法
律
に
基
づ
い
て
給
与

や
財
産
を
差
し
押
え
、
滞
納
し

て
い
る
市
税
に
充
当
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
必
ず
期
限
内

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

病
気
な
ど
の
特
別
な
理
由
で

市
税
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
税
務
課
収

納
係
（
内
線
１
０
６
・
１
０
７
）

金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
は
、

控
除
証
明
書
が
28
年
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
自
分
の
保

険
料
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
と

き
に
も
、
合
わ
せ
て
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
家
族
あ
て
に
送

付
さ
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
を
は
じ

め
不
慮
の
事
故
な
ど
万
が
一
の

と
き
に
心
強
い
味
方
と
な
る
制

度
で
す
。
保
険
料
は
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
受
付
期
間
…
11
月
２
日
㊊
～

28
年
３
月
15
日
㊋
◆
受
付
時
間

…
❶
㊊
～
㊎
９
時
～
19
時
❷
第

２
㊏
９
時
～
17
時　

※
祝
日
（
第

２
㊏
を
除
く
）、
12
月
29
日
㊋
～

28
年
１
月
３
日
㊐
に
は
利
用
で

き
ま
せ
ん

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・

５
５
５
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

11
月
11
日
～
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す

「
税
」は
豊
か
で
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
共
通
の「
会
費
」

年
末
調
整・確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！

小
学
生
の
税
に
関
す
る
作

品
展
（
習
字
）
開
催

市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま

し
ょ
う

年
末
調
整
説
明
会
開
催

⑨



高田病院診療日程（●一般診療　▲予約制　■再来）
診療科目 受付時間 月 火 水 木 金 備　　　　考
内科　 8:30 〜 11:00 ● ● ● ● ● ・第3金曜日は神経内科（予約制）

内科（胃カメラ） 8:30 〜 ▲ ― ― ― ▲ ・金曜日は健診だけ
内科（大腸カメラ） 13:00 〜 ― ― ▲ ― ― ・診療は第3水曜日だけ

専
門
外
来

C O P D 外来 13:00 〜 ― ▲ ― ― ― ・診療は慢性閉塞性肺疾患
さわやか外来 8:30 〜・13:00 〜 ― ― ― ▲ ▲ ・診療は認知症外来
糖尿病外来 8:30 〜 ― ― ― ▲ ― ・診療は第2、第4木曜日だけ　

健康増進外来 13:00 〜 ▲ ― ― ― ―
ほほえみ外来 13:00 〜 ― ▲ ― ▲ ― ・診療は寝たきり患者

禁煙外来 13:00 〜 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

小児科

8:30 〜 11:00 ● ● ● ● ●

13:00 〜 15:00 ● ● ● ● ●
・火曜日は乳児健診
・水曜日（第2水曜日は休診）、木曜日は予防接種
・火曜日、水曜日、木曜日の診療は乳児健診、予防接種終了後

外科 8:30 〜 11:00 ― ● ● ― ●
整形外科 ●■ ■ ■ ●■ ■
皮膚科 8:30 〜 11:30 ― ― ● ― ―

眼科 8:30 〜 11:00 ● ● ▲ ● ● ・11月16日から眼科の診療は、岩手医大の医師による週2回（月曜日、
木曜日午前中）の診療となります13:00 〜 15:00 ● ● ● ●

耳鼻咽喉科 13:00 〜 15:00 ― ― ● ― ―
婦人科 13:00 〜 15:00 ― ― ― ● ― ・診療は第2、4木曜日だけ

※1　診察申込書、診察券は7時から受け付けします　※2　健康診断は全て予約制になります。詳しくは問い合わせて下さい　※3　都合により休診または診
療日程が変更となる場合があります　※4　夜間および土曜日、日曜日、祝日などは救急診療体制となります。医師および看護師が待機していますので、問
い合わせしてから来院してください

大船渡病院診療日程（●一般診療　▲予約制）
診療科目 受付時間 月 火 水 木 金 備　　　　考

循環器科 8:30 〜 11:00 ●▲ ●▲ ●▲ ●▲ ●▲ ・第1、第3、第5火曜日は心臓外科外来
・第2、第4木曜日はペースメーカー外来

神経内科 8:30 〜 11:00 ― ▲ ― ▲ ▲ ・診療は紹介患者と予約患者だけ
血液内科 8:30 〜 11:00 ● ● ● ● ―

内科・消化器科 8:30 〜 11:00 ● ●▲ ● ● ● ・第1、第3火曜日と毎週水曜日は糖尿病外来

外科（麻酔科）
8:30 〜 11:00 ● ● ● ● ● ・麻酔科は休診中

・第2、第4金曜日は血管外来。診察時間は10:30から

午後 ― ▲ ― ― ▲ ・第2、第4火曜日は乳腺外来
・第3金曜日はストーマ外来

緩和医療科 8:30 〜 11:00 ― ● ● ― ― ・診察は外科外来で実施

小児科

8:30 〜 11:00 ●  ●  ●▲ ●▲ ● ・水曜日は心臓外来（第3）
・木曜日は消化器内科外来（第1）

午後 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

・月曜日は予防接種、乳児健診
・火曜日は心臓外来
・水曜日は慢性疾患、アレルギー外来
・木曜日は乳児検診、腎臓外来（第4）、内分泌外来（第3）
・金曜日は予防接種（第1、3、4、5）、心臓外来（第2）、小児外科（第
2）、血液外来（偶数月の第3）、アレルギー外来

整形外科 8:30 〜 11:00 ● ― ● ● ● ・月曜日、金曜日の初診と再診の受付時間は10:30まで

呼吸器科 8:30 〜 11:00 ● ●▲ ● ● ● ・火曜日は一般診療と呼吸器外科
午後 ― ― ▲ ▲ ― ・水曜日は呼吸器外科、木曜日は呼吸器内科

脳神経外科 8:30 〜 11:00 ● ● ● ● ●

泌尿器科 8:30 〜 11:00 ● ● ● ● ● ・新患の診療時間は11:30から（水曜日以外）
・新患は紹介状が必要。再来は予約が必要

放射線科 8:30 〜 11:30 ― ― ▲ ― ― ・診療は予約した再来だけ
午後 ― ▲ ― ― ― ・診療は予約した新患だけ

産婦人科

8:30 〜 11:00 ● ● ● ● ●

午後 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
・月曜日、金曜日はすくすく助産外来
・火曜日と木曜日は助産外来
・水曜日はすこやか助産外来
・金曜日は母親学級（月2回開催）。参加自由、無料

耳鼻咽喉科 8:30 〜 11:30 ● ― ― ▲ ― ・木曜日の診療は第1、第3、第5
形成外科 8:30 〜 11:00 ― ― ● ● ―

精神科 8:30 〜 11:30 ● ● ● ― ● ・火曜日と水曜日、金曜日はデイケア
午後 ― ▲ ― ― ― ・火曜日の診療はストレス外来

眼科
8:30 〜 10:30 ― ● ● ▲ ● ・木曜日の診療は予約制

13:00 〜 15:00 ― ● ● ― ▲ ・火曜日、木曜日の診察時間は14:00から
・金曜日の診療は予約制

皮膚科 8:30 〜 11:00 ● ● ― ― ●
※1　都合により診療日程が変更となる場合があります　※2　診察の待ち時間を解消するために診療予約制を導入していますので利用してください　※3  救
急患者の診療は随時受け付けしています　※4　小児科は、インフルエンザ予防接種のため10/21から12/9まで毎週水曜日の一般診療を休診します

県立高田病院・大船渡病院の診療案内
◆問い合わせ先…高田病院☎�3221

◆問い合わせ先…大船渡病院☎㉖1111
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健康だより

　

日
本
歯
科
医
師
会
で
は
平
成

５
年
か
ら
毎
年
11
月
８
日
を「
い

い
歯
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

「
い
い
歯
の
日
」
に
口
の
中
の
健

康
を
意
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

や
は
り
多
い
！　

陸
前
高
田
市

の
子
ど
も
の
む
し
歯

　

25
年
度
の
３
歳
６
カ
月
児
健

診
で
は
、
む
し
歯
の
あ
る
子
ど

も
の
割
合
が
56
％
で
す
。
陸
前

高
田
市
は
県
内
で
最
も
む
し
歯

の
多
い
市
に
な
り
ま
し
た
。

む
し
歯
の
原
因
は
？

　

口
の
中
の
雑
菌
が
食
べ
物
の

糖
を
利
用
し
て
細
菌
の
塊
を
つ

く
り
ま
す
。
そ
こ
で
発
生
し
た

酸
が
歯
の
表
面
の
エ
ナ
メ
ル
質

を
溶
か
す
こ
と
で
む
し
歯
は
作

ら
れ
ま
す
。

乳
歯
の
む
し
歯
の
影
響
は
？

　
「
む
し
歯
菌
が
永
久
歯
に
う

つ
る
」
な
ど
の
ほ
か
に
、
た
く

さ
ん
の
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

痛
み
か
ら
口
の
使
い
方
が
制
限

さ
れ
正
し
く
顎
が
成
長
で
き

ず
、
食
欲
低
下
や
偏
食
、
言
葉

の
発
達
が
促
さ
れ
な
い
な
ど
の

問
題
が
生
じ
ま
す
。
む
し
歯
は

全
身
の
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す

怖
い
病
気
で
す
。

子
ど
も
の
む
し
歯
を
予
防
す
る

た
め
に
は
？

❶
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
定
期

的
に
歯
科
受
診
を
す
る
こ
と

❷
砂
糖
の
量
を
調
整
で
き
る
お

や
つ
を
与
え
る
こ
と

❸
水
分
補
給
は
甘
い
ジ
ュ
ー
ス

か
ら
水
や
お
茶
に
す
る
こ
と

❹
フ
ッ
素
塗
布
を
上
手
に
利
用

す
る
こ
と　

※
27
年
度
か
ら
幼

児
健
診
の
会
場
で
希
望
者
を
対

象
に
、
む
し
歯
予
防
効
果
の
あ

る
〝
フ
ッ
素
〟
を
無
料
で
塗
布

し
て
い
ま
す
。
個
別
配
布
し
て

い
た
フ
ッ
素
塗
布
券
と
合
わ
せ

て
五
回
分
を
塗
布
で
き
ま
す
の

で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
の
中
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
家
族
全
員
で
で
き
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。
め
ざ

せ
、
い
い
歯
！

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
健
康
推
進

課
保
健
係
（
内
線
２
４
3
）

保
健

だ
よ
り

保
健

だ
よ
り

4 0 5

１１月の診療日程
● 第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所
期　日 診療（受付）時間 診　　療　　科

11月1日㊐ 11:00～16:00 内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

3日㊋㊗ 11:00～16:00 内科系

7日㊏ 15:00～18:00 内科系、外科系、小児科、心療内科

8日㊐ 11:00～16:00 内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

14日㊏ 15:00～18:00 外科系、小児科、心療内科

15日㊐ 11:00～16:00 内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

21日㊏ 15:00～18:00 外科系、小児科、心療内科、子どもの心

22日㊐ 11:00～16:00 内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科

23日㊊㊗ 11:00～16:00 外科系、小児科

28日㊏ 15:00～18:00 内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科

29日㊐ 11:00～16:00 内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

期　　日 診療（受付）時間 予約受付時間
11月   4日㊌

15:00～17:00 要予約。当日の10:00から電
話予約を受け付けます。18日㊌

25日㊌

◆問い合わせ先…高田診療所☎�2110 　※診療日だけ通話可

期　　日 診療（受付）時間
11月9日㊊

8:00～11:30、14:00～17:30
10日㊋
30日㊊

12月1日㊋

◆問い合わせ先…鵜浦医院☎�2125

岩手県医師会高田診療所

岩手医大の皮膚科診療（遠隔診断）日程（場所：岩手県医師会高田診療所） 鵜浦医院の皮膚科診療日程

「
い
い
歯
の
日
」を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

・診療科は日によって異な
ります。都合により変更
になる場合があります。

・市からの委託を受けて、
10月から平成28年1月まで
の毎週土曜日と日曜日に、
子ども（6カ月児～中学3
年生）を対象にしたイン
フルエンザの予防接種を
実施しています。予防接
種は予約制になりますの
で、電話または診療所に
直接申し込んでください。

・市からの委託を受けて、
高齢者を対象にした肺
炎球菌ワクチンの接種
も実施しております。対
象年齢、個人負担金など
詳しいことは診療所に
お問い合わせください。

・高田診療所は、平成28年
３月で診療を終了します。
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地域包括支援センター発 !

健康だより

介護お茶のみ話 その13

健康だより

市民交流プラザ・みんなの相談室ご存知ですか？

横田町の今とこれからを考える「地域ケア会議」が始まりました！

　下和野公営住宅（高田町）に開設した「市民交流プ
ラザ」「みんなの相談室」は、市民が気軽に立ち寄り、
語り合ったり相談したりする「はまってけらいん　か
だってけらいん」ができる場所です。

《市民交流プラザ》
　社会福祉協議会の職員が皆さんの利用をお待ちして
います。開所日時は平日10時から15時までです。公
営住宅に居住する人だけでなく、地域からも多くの人
が参加しています。話をしたり、お茶をのんだりして
思い思いに過ごして楽しんでいます。イベントを開催
したり、参加者同士で食事を持ち寄り昼食会を開いた

り、手芸や音楽の先生などのボランティアが訪れ交流
したりすることもあります。開所時間内は自由に利用
することができますので、気軽にお立ち寄りください。

《みんなの相談室》
　医師や看護師、臨床心理の専門家が、月曜日から金
曜日まで相談を受け付けます。介護や病気、家族のこ
となど何でも相談してください。秘密は厳守します。
事前に連絡すれば、希望する専門家に相談することも
可能です。
◆問い合わせ先…市民交流プラザ☎㉒7376 ／みんな
の相談室☎㉒7366

　「横田に住んでいがった」と思えるまちづくりを目
指す「地域ケア会議」が9月16日、横田地区コミュニ
ティセンターで開かれ、コミュニティ推進協議会や民
生委員、保健推進員、女性会、学童クラブ、NPO団体
など、横田町を拠点に活動している皆さんが参加して、

「横田町の良いところ」「横田町に住んでいて困ったこ
と」について話し合いました。良いところは、自然が
豊か、住んでいる人が穏やか、食料を自給自足できる、
川の駅がありイベントや交流ができる―などが出され
ました。困ったことは、移動手段がない、１カ所で買
い物が済まない、集まる場所はあるがきっかけがない
―などが出され、参加者同士で問題点を共有しました。
　２回目の会議は10月14日に開かれ、高齢者や学生

などの若者について話し合いました。各年代で特有の
悩みを抱えているが会議などに出席できず思いが反映
されていない状況から、アンケートや話し合いの場を
設けて地域の声を集めてはどうかといった意見が出さ
れました。これからも月1回程度の会議を開き、横田
町の皆さんが考える「こんなまちにしたい」を実現す
る方法を考えていきます。
　地域ケア会議は、今後、市内各地でも取り組みを進
める予定です。「みんなでまちづくりを考えたい」と
いう地域は気軽に相談してください。
※「地域ケア会議」は、地域に共通する課題を明らか
にし、 課題の解決に必要な資源やしくみの開発、地域
づくりを目指す会議です

◆問い合わせ先…地域包括支援センター（内線205・206）

昼食会で交流を深めました（市民交流プラザ） 横田のまちづくりを話し合いました（地域ケア会議）
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花は
な

見み

館だ
て

は
展
望
の
良
い
所
で
、

か
つ
て
気
仙
の
領
主
た
る
千
葉

安あ

房わ

守の
か
みが
こ
の
地
で
花
見
の
宴

を
催
し
た
と
い
う
の
で
、「
花
見

館
」
と
い
う
地
名
が
生
ま
れ
た

も
の
で
し
ょ
う
。
大
隅
地
内
に

氷
上
山
の
西
の
御ご

殿て
ん

を
下
っ
た

と
こ
ろ
に
「
山さ

ん

居き
ょ

沢ざ
わ

」
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
は
昔
、
修
験
者

や
山
伏
（
山
臥
と
も
記
す
）
ら

が
お
祈
り
を
し
た
と
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
隅
に
は
、
そ
の
地
名
が
示
す

よ
う
に
信
仰
を
思
わ
せ
る
地
名

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
最
上
山

か
ら
気
仙
に
訪
れ
た
修
験
の
人

が
、こ
の
地
方
を
訪
れ
た
時
（
戦

時
中
の
こ
と
）、
こ
の
辺
一
帯
は

昔
か
ら
山
伏
の
修
験
の
場
所
で

は
な
か
っ
た
か
と
し
き
り
に
言
っ

て
い
た
そ
う
で
す
（
故
大
友
治

郎
氏
談
）。

　

し
た
が
っ
て
、
山
居
沢
も
山

伏
か
ら
の
起
源
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
の
光
照
寺
は
、

か
つ
て
は
「
波
涛
山
大
通
院
」

と
い
い
、
字
大
隅
に
在
っ
た
も

の
と
言
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

山
居
沢
も
ま
た
、
山
伏
に
関
連

す
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
し

ょ
う
。「
永
禄
三
年（
一
五
六
〇
）

九
月
、
高
田
村
光
照
寺
、
氷
上

山
の
山
居
沢
よ
り
移
転
」
と
の

記
録
も
あ
り
ま
す
。
今
日
で
も

こ
の
場
所
を
「
寺
屋
敷
」
と
称

す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
右
の
大
通
院
は
気
仙

郡
の
式
内
三
社
を
祀
り
、
そ
の

後
、
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）、

宗し
ゅ
う

宥ゆ
う

（
千
葉
市
川
の
総そ

う

寧ね
い

寺
）

と
い
う
和
尚
に
受
け
継
が
れ
、

光
照
寺
開
山
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

永
禄
三
年
に
は
、
寺
を
現
在

地
に
移
動
し
た
こ
と
は
前
に
も

述
べ
ま
し
た
が
、
当
時
、
小
泉

地
区
を
治
め
て
い
た
小
泉
能
登

守
重
胤
は
、
そ
の
母
の
法
号
の

文
字
を
入
れ
「
茂
林
山
」
と
山

号
を
改
め
、
寺
号
も
今
の
光
照

寺
と
称
す
る
に
至
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

　

さ
て
、
大
隅
は
昔
も
今
も
一

見
、
小
さ
び
し
い
風
土
の
所
と

思
わ
れ
が
ち
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
い
て
、
今
ま
で
述
べ
た

と
お
り
、
何
と
な
く
風
雅
で
も

あ
り
、
宗
教
的
な
雰
囲
気
を
感

ず
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
何
と
言
っ
て
も
氷

上
山
と
い
う
か
つ
て
は
古
代
の

宗
教
の
拠
点
で
あ
っ
た
か
ら
に

相
違
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

氷
上
山
は
市
域
の
北
東
端
に

あ
り
、
大
船
渡
市
と
の
境
に
あ

る
「
北
上
高
地
」
の
連
峰
の
一

つ
で
す
。
山
頂
に
は
平
安
時
代

に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
氷
上
三

社
が
あ
り
、
近
在
の
人
々
の
尊

崇
の
念
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

山
頂
か
ら
の
眺
望
は
誠
に
見
事

で
、晴
れ
た
日
に
は
金
華
山
（
宮

城
の
牡
鹿
町
）
ま
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
春
の
ツ
ツ
ジ
、

秋
の
紅
葉
期
に
は
近
辺
の
人
た

ち
の
家
族
連
れ
の
行
楽
地
と
し

て
地
元
人
に
と
っ
て
は
こ
よ
な

く
好
ま
し
い
行
楽
の
地
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
神
名
帳
」
に
、理り

訓く

許こ

段た

社
、

登と

奈な

孝こ

志し

社
、
お
よ
び
衣き

ぬ

太た

手て

社
の
三
社
が
氷
上
山
上
に
あ
り

と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
神じ

ん

祇ぎ

志し

に
は
、「
三
社
。
今
高
田
村
氷
上

山
上
に
あ
り
。
西
殿
、
中
殿
、

東
殿
と
称
す
。
相
去
る
こ
と
各

十
余
町
。
合
称
し
て
氷
上
三
社

権
現
と
い
う
」。
ま
さ
に
一
郡
の

鎮
守
だ
と
い
う
の
で
す
。
し
か

も
仁
寿
二
年
（
八
五
二
）
に
登

奈
孝
志
神
に
「
正
五
位
下
を
加

え
、
理
訓
許
段
神
、
衣
太
手
神

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
従
五
位
下
を

授
く
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
三
社
を
氷
上

山
上
に
合
祀
し
た
の
は
、
も
と

は
三
社
は
そ
れ
ぞ
れ
相
隔
た
っ

て
い
た
の
で
、
登
祀
に
不
便
な

る
た
め
か
と
割
り
切
っ
て
考
え

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
三
社
は
気
仙
郡
の
鎮
守

で
あ
り
、
高
田
一
村
の
み
を
守

る
も
の
で
は
な
い
と
昔
か
ら
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

氷
上
三
社
の
旧
社
址
か
ら
は
必

ず
し
も
そ
の
神
格
を
知
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
〝
リ
ク

コ
タ
〟は
夷
語
の「
高
所
の
神
田
」

の
意
だ
と
主
張
す
る
人
も
あ
り

ま
す
。

地 

名 

と 

歴 

史

ー
高
田
か
い
わ
い
⑳
ー

（123）
（626）

金き
ん　

野の　

静　

一
・
文

斎　

藤　

多
美
子
・
絵
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生涯学習情報

文化財ニュース

　剣豪・千葉周作の生誕地である本市で、今年も少年剣道錬成
大会を開催します。大会は平成3年から始まる冬の風物詩。震
災後、一時休止となりましたが、3年前に復興大会として復活
を果たしました。大会には東北6県と、宮城県、岩手県の沿岸
地域から選抜された24チームが出場します。
　毎日の稽古で培った技で真剣に競い合う少年少女の白熱した
試合をぜひご覧ください。皆さんの温かい声援をお願いします。
◆日時…12月6日㊐　8時30分〜
◆会場…第一中学校体育館
◆問い合わせ先…生涯学習課スポーツ推進係（内線２５３）

少年少女剣士の熱き戦いに応援を！

剣豪千葉周作顕彰少年剣道錬成
大会が第一中体育館で開催

　県文化財審議委員会が9月11日に開かれ、矢作町
にある観音寺所有の仏像3体、小友町にある常膳寺所
有の仏像1体、合計4体が県指定文化財にふさわしい
と県教育委員会に答申しました。
　仏像の制作年代は、作風から推測すると観音寺の
3体は平安時代末期（12世紀）、常膳寺の仏像は室町
時代（15〜16世紀）と思われます。全ての仏像は秘
仏で、御開帳時だけの見学となります。観音寺にあ
る観音堂や本堂、常膳寺境内にある県指定文化財「常
膳寺の姥杉」、市指定文化財「常膳寺観音堂」などは
常時見学することができます。
　今回の指定で、大船渡市長谷寺の猪川観音を合わ
せて、「気仙三観音」全てが文化財指定を受けること
になります。御開帳する時には、ぜひ足を運んでみ
てください。
◆問い合わせ先…生涯学習課生涯学習係（内線２６１）

陸前高田市初！
仏像が県指定文化財に

観
音
寺
（
矢
作
町
字
寺
前
）

― 

平
安
時
代
末
期（
12
世
紀
）の
作 

―

・
伝で

ん

虚こ

空く
う

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

（
木
造
観
音
菩
薩
立
像・右
側
）

・
木も

く

造ぞ
う

六ろ
っ

臂ぴ

十じ
ゅ
う

一い
ち

面め
ん

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

（
中
央
）

・
伝で

ん

毘び

沙し
ゃ

門も
ん

天て
ん

（
木
造
天
部
形
立
像
・
左
側
）

常
膳
寺
（
小
友
町
字
上
の
坊
）

― 

室
町
時
代（
15
～
16
世
紀
）の
作 

―

・
木も

く

造ぞ
う

十じ
ゅ
う

一い
ち

面め
ん

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ
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生涯学習情報生涯学習情報

　７月からスタートした土曜子ども教室「たかた子どもキャ
ンパス」は、10月末までに220人以上の子どもが参加して、
英語やニュースポーツ、茶道、料理、ボードゲームなどさま
ざまな体験活動に取り組んでいます。
　教室では、活動に参加したい小学生をはじめ、宿題をサポー
トしたり、子どもたちと一緒に活動したりしながら、活動の
見守りに協力できる大人を募集しています。詳しくは、市ホー
ムページ「たかた子どもキャンパス」を確認してください。
◆問い合わせ先…生涯学習課生涯学習係（内線254）

　知識や技術を学びながら心を癒し、明日への活力
を養う市民講座が10月2日から市コミュニティホー
ルなどを会場に始まりました。受講生53人が、各5

回開かれる「ゴスペル」「ネイル」「エコクラフト」「デ
ジタルカメラ」「ハンドパーカッション」の講座を楽
しみながら熱心に受講しています。

参加者・協力者を募集中！　たかた子どもキャンパス

市民講座（後期）が10月から開始

　子どもと高齢者の交流事業が9
月は3カ所で行われ、昔ながらの
遊びや貴重な体験を通じて世代間
の交流を深めました。矢作保育所
と矢作小は9月8日、米崎小は11
日に行われ、縄ないや竹とんぼ、
団子、お手玉作りなどを体験。会
場は笑顔に包まれました。

※教振とは…教育振興運動の略で、児童生徒の親だけでなく、多くの大人が子どもに
関わり、地域全体で子どもたちを育もうとする取り組みや、地域が抱える子どもたち
の教育課題を皆で話し合い地域の特色を生かして解決しようとする運動です。

ふれあい交流
（矢作保育園）

縄ない
（矢作小学校）

竹とんぼ作り
（米崎小学校）

ゴスペル講座 デジタルカメラ講座 ネイル講座
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　ふれあいまつり（同実行委主催）は9月26日、市コ
ミュニティホールで開かれ、福祉団体などが集い、多
くの市民が交流を深めました。
　市ボランティア連絡協議会の熊谷清

せ い く ろ う

九郎会長は「み
んなで作り上げたまつりを楽しみましょう」とあいさ
つ。会場には市社会福祉協議会やボランティア団体、
福祉施設などが出展。食品販売やバザーなどが行われ
にぎわいました。シンガポールホールでは芸能団体が
民謡や舞踊などを披露し来場者を魅了しました。
　矢作町の村上テイ子さん（72）は「安くておいし
いものが多く交流が楽しい」と笑顔を見せました。

　復興のシンボル「たかたのゆめ」の稲刈り式は9月
27日、市ライスセンターなどで開かれ、県内外から
参加した約120人が稲の収穫を喜びました。
　戸羽太市長は「豊作に感謝し交流を深めながら稲刈
りしましょう」とあいさつ。参加者は大きく育った稲
を一株ずつ鎌で刈り取りました。最後は戸羽市長がコ
ンバインで稲を収穫。作業を終えると大きな拍手に包
まれました。会場では炊き立ての新米が振る舞われ、
参加者はおいしそうに頬張っていました。小友町の村
上隼

しゅんたろう

太朗くん（５）は「泥で大変だったけど稲を運ぶ
のが楽しかった」と収穫を楽しんでいました。

福祉団体やボランティアが集う

ふれあいまつりで交流を深める

父・晃一さんの岩手県記録を更新

長沼元君が和歌山国体で優勝

豊かな実りを喜び合う

「たかたのゆめ」稲刈り式

　よみがえった奇跡のリードオルガン演奏会（市教委
主催）は10月4日、市コミュニティホールで開かれ、
なつかしい音色が来場者を魅了しました。
　リードオルガンは、昭和6年に私立高田幼稚園を開
園した故・村上斐

あや

さんが所有していたもの。平成16
年に遺族から市博物館へ寄贈されましたが東日本大震
災で被災。平成26年2月に日本リードオルガン協会の
尽力で復元を果たしました。
　会場では、同協会会員によるソロ演奏や演奏に合わ
せた合唱が行われ、来場者はリードオルガンが奏でる
美しい音色を満喫していました。

　第70回国民体育大
会「2015紀の国わか
やま国体」が和歌山
県内で行われ、10月
５日、陸上少年男子
Aやり投げに出場し
た長沼元

げん

君（高田高
3年）が73㍍ 28を投
げ、近畿インターハ
イに続き全国優勝を
成し遂げました。
　元君は1投目に69
㍍ 19を投げトップに
立 つ と、5投 目 に 岩
手県記録となる73㍍ 28を投げ、2位に5㍍ 71の差をつ
けて優勝しました。これまでの県記録は父で同校陸上
部監督の晃

こう

一
いち

さん（51）が持つ72㍍ 28。偉大な父の
記録を24年ぶりに更新し、優勝に華を添えました。晃
一さんは「記録が破られて悔しいが今後の成長も楽し
み」と笑顔を見せ、元君は「来年の岩手国体と2020
年の東京五輪への出場を目指したい」とさらなる飛躍
を誓いました。

なつかしい音色がふたたび

リードオルガンが来場者を魅了
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地域だより

　復興サイクルスポーツイベント「第4回ツール・ド・三
陸〜サイクリングチャレンジ2015〜 inりくぜんたかた・
おおふなと」（同実行委主催）は10月11日、陸前高田市
と大船渡市の特設コースで開かれ、参加者が海や山の景
色を味わいながらサイクリングを楽しみました。
　前日セレモニーで名誉会長の戸羽太市長は「復興の
様子などを感じながら交流を深めてほしい」とあいさ
つ。元F1レーサーで大会応援団長の片山右

うきょう

京さんは
「東北の復興を願いながら心を一つにして頑張りまし
ょう」と力を込めました。
　大会には北は北海道、南は九州から過去最多の約
1200人がエントリー。参加者は午前7時30分に市コ
ミュニティホール前をスタートし、復興の様子などを
感じながらさわやかな汗をかいていました。
　ゴール後は、特産品の販売や高田高吹奏楽部のコン
サートなどが会場で催され賑わいを見せました。
　熊本県熊本市から参加した山田美

み ゆ き

幸さんは「初めて
大会に参加しました。海沿いのコースでは、波の音や
美しい景色を楽しみながらサイクリングできました。
少しずつ復興が進んでいるように感じられましたが、
多くの人に被災地の様子を伝え、これからも応援して
いきたい」と話していました。

サイクリングで三陸の景色を堪能

ツール・ド・三陸で交流を深める

　勇気と感動、元気を伝える「全国太鼓フェスティバ
ル陸前高田」（同実行委主催）は18日、第一中学校体
育館で開かれ、力強い太鼓の鼓動が観衆の心を揺さぶ
りました。
　平成元年から始まるフェスティバルを楽しみにして
いた市民らが、地元産「気仙スギ」の間伐材で作った
入場手形を持って続々と来場。
　開催に先立ち、熊谷政

のぶゆき

之実行委員会長が「開催への
多くの支援に感謝。全国の太鼓を最後まで楽しんでほ
しい」とあいさつ。戸羽太市長の“しょっきり太鼓”で
フェスティバルの幕が開けました。
　今年は、宮崎県宮崎市の橘

たちばなだいこ

太鼓「響
ひびきざ

座」をはじめ、
大槌町の城山虎舞、気仙町けんか七夕太鼓、埼玉県上
尾市のＺＩ-ＰＡＮＧなど9団体が出演。鮮やかに彩ら
れたステージで躍動感ある息の合った演奏を披露しま
した。友好都市協定を結ぶ名古屋市から出演した市立
楠
くすのきちゅうがっこう

中 学 校 和楽器部は、復興に取り組む市民が笑顔
になれるようにと願いを込めて太鼓を演奏。威勢の良
いかけ声と力強い太鼓の音が響きわたり、会場は熱気
に包まれました。来場者約500人は迫力ある演奏を真
剣な表情で見つめ、鼓動一打一打を堪能し、盛大な声
援と拍手を送っていました。

いのちは鼓動からはじまる

全国太鼓フェスティバル開催
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【意見集約の結果】
市長直送便 地区懇談会

BRTでの復旧方針案を容認 19件 12件

BRTの運行に対する要望
4件 36件

条件付きでBRT容認 2件 3件

鉄路復旧を目指すべき

11件 12件

できれば鉄路存続を希望 2件 ―
線路跡、費用負担問題、市
内交通全般への意見、要望
など

4件 22件

その他（質問など） ― 21件

現状への要望
復旧後の要望

12件
24件

陸前矢作駅まで復旧
陸前高田駅まで復旧
具体名なし

2件
1件
8件

陸前矢作駅まで復旧
陸前高田駅まで復旧
竹駒駅まで復旧
具体名なし

3件
5件
2件
2件

　

防
衛
や
災
害
派
遣
、
国
際
貢

献
な
ど
に
従
事
す
る
自
衛
官
を

募
集
し
ま
す
。

【
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）】

◆
資
格
…
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
日
本
国
籍
を
有
す
る
人
◆
受

付
期
間
…
11
月
16
日
㊊
～
12
月

１
日
㊋
◆
試
験
期
日
…
12
月
６

日
㊐
◆
待
遇
…
所
要
の
教
育
を

経
て
、
３
カ
月
後
に
２
等
陸
・
海
・

空
士
に
任
用

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
男
子
）】

◆
資
格
…
17
歳
未
満
（
中
学
校

卒
業
見
込
含
む
）
◆
受
付
期
間

…
11
月
１
日
㊐
～
平
成
28
年
１

月
８
日
㊎
◆
試
験
期
日
…
平
成

28
年
１
月
23
日
㊏
◆
そ
の
他
…

試
験
会
場
は
受
験
希
望
者
に
直

接
通
知
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
岩
手
地
方

協
力
本
部
釜
石
地
域
事
務
所
☎

０
１
９
３
・
２
３
・
７
８
５
４

　

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
活
動
を
対
象
に
支
援
事
業

を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
団
体
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
町
内

会
・
自
治
会
な
ど
の
住
民
グ
ル

ー
プ
◆
対
象
事
業
…
住
民
に
対

す
る
福
祉
活
動
で
使
用
す
る
１

万
円
以
上
の
機
材
購
入
◆
助
成

率
・
限
度
額
…
10
分
の
10
・
１

万
円
～
20
万
円　

※
千
円
単
位

で
助
成　

◆
事
業
実
施
期
間
…

平
成
28
年
４
月
１
日
㊎
～
29
年

３
月
31
日
㊎
◆
申
請
締
切
…
11

月
30
日
㊊
（
必
着
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
陸
前
高
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�
５
１

５
１

　

こ
こ
ろ
豊
か
な
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
む
活
動
を
対
象
に
助

成
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
団
体
…
特
定
非
営
利
活

動
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

団
体
◆
対
象
事
業
…
高
齢
者
や

障
が
い
者
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
使
用
す
る
５
万
円

以
上
の
機
材
購
入
◆
助
成
率
・

限
度
額
…
10
分
の
９
以
内
・
90

万
円
◆
事
業
実
施
期
間
…
助
成

金
交
付
決
定
後
～
平
成
28
年
5

月
31
日
㊋
◆
申
請
締
切
…
11
月

20
日
㊎
（
必
着
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
岩
手
県
共

同
募
金
会
☎
０
１
９
・
６
３
７

･
８
８
８
９

◆
日
時
・
会
場
…
❶
11
月
17
日

㊋
・
長
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
❷
24
日
㊋
・
住
田
運

車
両
競
技
公
益
資
金
記
念
財
団

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
助
成

募　
　
集

催　
　
し

お知らせ

INFORMATION

赤
い
羽
根
共
同
募
金

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー

キ
ン
グ

国
の
平
和
と
安
全
を
守
る

自
衛
官
の
募
集

　市は、JR大船渡線の復旧方針案につ
いて、市長直送便のほか、8月19日か
ら地区懇談会を開催し、住民の声を集
約しました。
　今後は、年内に開かれる予定の大船
渡線沿線自治体首長会議の中で、沿線
3市（陸前高田市、大船渡市、気仙沼市）
の意見集約結果をもとに、復旧方針の
議論を進めます。
◆意見などの件数
　❶市長直送便42件
　❷地区懇談会106件（参加者93人）
◆問い合わせ先…企画政策課政策推進
係（内線１７５）

ＪＲ大船渡線の復旧方針（案）　意見集約の結果
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着
各
15
人
◆
申
込
方
法
…
11
月

12
日
㊍
８
時
30
分
か
ら
電
話
で

受
け
付
け

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
復
興
対
策

局
（
内
線
４
３
１
）

◆
日
時
…
11
月
７
日
㊏
12
時
50

分
～
15
時
◆
会
場
…
宝
来
館
（
釜

石
市
）
◆
内
容
…
特
別
講
演
「
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
魅

力
と
釜
石
開
催
へ
の
エ
ー
ル
」

講
師
／
Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９
組
織

委
員
会
大
会
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
桜

庭
吉
彦
氏
／
教
育
現
場
で
の
ラ

グ
ビ
ー
に
関
す
る
実
践
報
告
と

模
擬
授
業
／
基
調
講
演
「
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１

９
と
東
北
の
復
興
」
講
師
・
Ｒ

Ｗ
Ｃ
２
０
１
９
組
織
委
員
会
事

務
総
長
代
理
西
阪
昇
氏
◆
定
員
・

参
加
費
…
先
着
１
０
０
人
・
無

料
◆
そ
の
他
…
参
加
者
に
記
念

バ
ッ
チ
な
ど
を
配
布
。
日
本
代
表

選
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

…
Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９
推
進
教
育

セ
ミ
ナ
ー
in
釜
石
現
地
事
務
所

☎
㉗
４
０
７
７
（
田
村
）

動
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場　

※
❶

❷
と
も
に
10
時
30
分
～
正
午
◆

定
員
…
15
人
◆
参
加
費
…
５
０

０
円　

※
協
会
員
は
無
料
◆
参

加
申
込
…
❶
11
月
16
日
㊊
❷
20

日
㊎
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
◆
そ
の
他
…
❶
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
❷
ポ
ー
ル
は
貸
し
出
し
し

ま
す
❸
飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
❹
雨
天

時
や
、
当
日
９
時
に
津
波
警
報
、

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は

教
室
を
中
止
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
総
合
型
り

く
ぜ
ん
た
か
た
☎
㊼
４
７
２
０

ＦＡＸ
�
２
８
９
２

　

防
災
機
能
や
景
観
形
成
、
憩

い
の
場
な
ど
重
要
な
役
割
を
果
た

す
海
岸
林
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◆
日
時
…
11
月
16
日
㊊
11
時
～

16
時
30
分
◆
会
場
…
❶
大
船
渡

市
三
陸
町
越
喜
来
地
内
❷
大
船

渡
地
区
合
同
庁
舎
◆
内
容
…
❶

防
潮
林
再
生
試
験
地
の
見
学

（
11
時
～
正
午
）
❷
講
話
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
13
時
30
分
～

海
岸
林
の
再
生
を
考
え
る

海
岸
林
再
生
セ
ミ
ナ
ー

16
時
30
分
）
◆
参
加
費
…
無
料

◆
そ
の
他
…
❶
❷
の
ど
ち
ら
か

の
参
加
も
可
能
。
❶
は
越
喜
来

泊
漁
港
と
な
り
の
防
潮
林
再
生

試
験
地
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

昼
食
、
雨
具
な
ど
は
各
自
準
備

し
て
く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
森
と
緑
の

研
究
所
（
村
井
）
☎
０
１
９
・

６
４
３
・
０
０
４
１

　

こ
れ
か
ら
の
住
宅
再
建
な
ど

の
一
助
と
し
て
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時
…
11
月
20
日
㊎
❶
10
時

～
❷
13
時
30
分
～
※
❶
❷
各
１

時
間
30
分
。
雨
天
中
止
◆
集
合

場
所
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
駐
車
場　

※
現
場
ま
で
は
市

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
◆
内
容

…
復
興
現
場
の
見
学
【
被
災
市

街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

（
高
田
地
区
・
嵩
上
げ
部
）、
津

波
復
興
拠
点
整
備
事
業
（
高
田

北
地
区
（
東
区
））、
災
害
公
営

住
宅
（
中
田
団
地
）、
防
災
集
団

移
転
促
進
事
業
（
脇
の
沢
団
地
）】

◆
参
加
費
…
無
料
◆
定
員
…
先

現
状
の
理
解
を
深
め
る

復
興
事
業
見
学
会

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
市
内
飲

食
店
有
志
な
ど
で
開
発
を
進
め

て
い
る
「
陸
前
高
田
ホ
タ
テ
と
ワ

カ
メ
の
炙あ

ぶ

り
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
御

膳
」。
開
発
テ
ー
マ
は
「
高
田
に

行
か
な
い
と
食
べ
ら
れ
な
い
観

光
グ
ル
メ
」
で
す
。
28
年
３
月
の

商
品
化
に
向
け
て
、
毎
月
シ
リ
ー

ズ
で
取
り
組
み
の
様
子
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

９
回
目
の
開
発
会
議
は
10
月

２
日
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
過
去
の
会
議

で
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

陸
前
高
田
市
ご
当
地

グ
ル
メ
開
発
物
語

Vol.10

デ
ア
を
集
約
。
調
理
人
の
皆
さ
ん

が
「
御
膳
」
を
共
同
で
提
案
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
料
理
の
魅
せ
方
や
省
ス

ペ
ー
ス
化
に
工
夫
を
凝
ら
し
ま

し
た
。
ホ
タ
テ
の
炙
り
と
ワ
カ
メ

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
「
ダ
ブ
ル
フ
ァ

イ
ヤ
ー
グ
ル
メ
」
の
他
、
ホ
タ
テ

の
刺
身
や
肝
を
使
っ
た
な
め
ろ

う
料
理
を
２
段
の
棚
に
並
べ
た

と
こ
ろ
、
御
膳
全
体
の
色
彩
を
よ

り
豊
か
に
す
べ
き
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
者
が
御

膳
を
試
食
し
た
と
こ
ろ
、
炙
り
や

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
へ
の
意
識
が
高

ま
る
あ
ま
り
、
作
り
手
が
考
え
て

い
た
素
材
の
味
わ
い
方
が
で
き

な
い
こ
と
が
判
明
。
タ
レ
な
ど
味

付
け
の
見
直
し
も
必
要
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
気
仙
ス
ギ
を
使
用
し

た
料
理
盆
や
棚
の
デ
ザ
イ
ン
と

制
作
な
ど
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

開
発
チ
ー
ム
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
商
工
観
光

課
観
光
交
流
係
（
内
線
３
８
４
）

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

推
進
教
育
セ
ミ
ナ
ー
in
釜
石

⑲



す
な
ど
の
製
作
、
修
理
、
適
合

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時
…
12
月
４
日
㊎
10
時
30

分
～
11
時
◆
会
場
…
大
船
渡
地

区
合
同
庁
舎
◆
対
象
…
補
装
具

が
必
要
な
❶
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
❷
難

病
（
国
が
定
め
る
３
３
２
疾
病
）

の
人
◆
申
込
期
限
…
11
月
20
日

㊎　

※
事
前
調
査
が
必
要
と
な

る
車
い
す
の
製
作
を
相
談
す
る

人
や
難
病
の
人
は
早
め
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
◆
持
ち
物
…

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
補

装
具　

※
難
病
の
人
は
病
名
が

記
載
し
て
い
る
診
断
書
ま
た
は

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
社
会
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係
（
内
線
２
３
２
）

　

火
葬
炉
の
補
修
工
事
の
た
め
、

期
間
中
は
火
葬
炉
が
１
基
し
か

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
希
望
す
る

日
時
で
火
葬
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

休
止
し
ま
す
。
電
話
相
談
は
受

け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
☎
０

８
０
・４
７
２
９
・３
９
１
１
（
渡

邊
）
ま
で
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
☎
０
９
０
・

６
２
２
９
・
９
８
３
９
（
伊
藤
）

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
と
そ
の

家
族
や
関
係
者
か
ら
、
法
律
・

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
年
金

な
ど
の
相
談
に
電
話
や
面
接
で

応
じ
ま
す
。

◆
日
時
…
11
月
18
日
㊌
13
時
～

17
時
◆
会
場
…
県
福
祉
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
（
盛
岡
市
）
◆
相

談
専
用
電
話
…
☎
０
１
９
・
６

２
５
・
０
１
１
０
◆
そ
の
他
…

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
東
海
林
法

律
事
務
所
☎
０
１
９
・
６
２
３
・

９
５
１
１

　

医
師
が
義
肢
・
装
具
・
車
い

　

日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

協
会
・
伊
東
慶
直
氏
、
目
時
泰

子
氏
、
下
山
真
貴
子
氏
が
繰
り

広
げ
る
お
花
の
シ
ョ
ー
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
の
お
花

な
ど
完
成
作
品
は
来
場
者
に
抽

選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◆
日
時
…
12
月
５
日
㊏
15
時
～

16
時　

※
受
付
14
時
～
◆
会
場

…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
◆

入
場
料
…
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
☎
０
９
０
・

９
５
３
０
・
３
６
３
０
（
下
山
）

◆
日
時
…
❶
11
月
22
日
㊐
❷
12

月
６
日
㊐
13
時
～
15
時
30
分
◆

会
場
…
若
興
人
の
家
（
高
田
町
）

◆
対
象
・
人
数
…
小
中
高
生
・

先
着
5
人
◆
参
加
費
…
１
５
０

０
円
（
材
料
代
）
◆
申
込
期
限

…
11
月
13
日
㊎
◆
そ
の
他
…
保

護
者
も
参
加
で
き
ま
す
。
小
学

校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
で
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
若
興
人
の

家
☎
０
９
０
・
６
５
６
８
・
６

４
１
２
（
久
保
）

【
マ
マ
サ
ロ
ン
こ
そ
だ
て
シ
ッ
プ
】

　

助
産
師
や
抱
っ
こ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
、
母
子
相
談
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
事
前

の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◆
日
時
…
11
月
10
日
㊋
10
時
～

15
時
◆
会
場
…
米
崎
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◆
対
象
…

気
仙
管
内
の
１
歳
未
満
の
乳
児

と
保
護
者
、
妊
婦
◆
内
容
…
親

子
の
ふ
れ
あ
い
音
楽
あ
そ
び
◆

参
加
料
…
２
０
０
円
（
軽
食
、

保
険
料
な
ど
）

【
子
育
て
支
援
室
「
す
く
す
く
ル

ー
ム
」】

　

９
月
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
不
在

に
な
り
ま
す
。
部
屋
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
、
遊
び
や
授
乳
、
オ

ム
ツ
交
換
な
ど
、
自
由
に
利
用

で
き
ま
す
。

◆
会
場
…
サ
ン
リ
ア
２
階（
盛
町
）

【
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
こ
そ
だ
て
シ
ッ
プ
】

　

助
産
師
の
訪
問
は
９
月
か
ら

木
の
温
も
り
に
触
れ
る

気
仙
杉
で
椅
子
を
作
ろ
う
！

陸
前
高
田
斎
苑

火
葬
炉
補
修
工
事
の
実
施

お
知
ら
せ

岩
手
弁
護
士
会

高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ん
で
も
１
１
０
番

伝統の祭りを喜び合う10/11 高田町合同復興祈願式年大祭

き
れ
い
な
お
花
が
い
っ
ぱ
い
！

お
花
の
デ
ザ
イ
ン
シ
ョ
ー

義
肢
・
装
具
・
車
い
す
な
ど

補
装
具
の
巡
回
相
談

　高田町合同式年大祭（五年祭）は 10 月 11 日、同町内で開かれ、東
日本大震災の犠牲者の鎮魂と早期復興を祈りました。
　5 年に 1 度、氷上神社（熊谷守

まもる

宮司）と天
あ ま

照
てらす

御
み

祖
お や

神社（本多修
おさむ

宮司）
が合同で行う祭りには約 300 人が参加。町内を各神社のみこしが厳
かに練り歩き、高田小では氷上権現舞や氷上太鼓、大石虎舞を奉納。
伝統の祭りの開催を喜び合いました。

子
育
て
を
支
援
し
ま
す

す
く
す
く
ル
ー
ム
な
ど

相　
　
談

2015年（平成27年）11月１日号 ⑳



　 慶 弔（届出日：9/16～10/15）

「 陸 前 高 田 災 害FM
（80.5MHz）」では災害の

情報や身近な生活の情報
を放送しています。「広
報りくぜんたかた」と併
せて利用してください。

　　　　陸前高田災害
　　　　ＦＭ放送中　

 ◇出生（　）は字名・保護者・出生日
矢作　小　泉　笑

え

　蓮
れん

（諏訪・学・9/13）
横田　渡　邊　琳

りん

大
た

郎
ろう

（袋沢・薫・9/17）
気仙　鈴　木　みのり（双六・健太・9/11）
高田　下

しも

斗
と

米
まい

　郁
いく

　飛
と

（中和野・省哉・9/24）
　　　金

きん

　野
の

　心
し

　桜
おり

（太田・剛・10/9）
　　　金

きん

　野
の

　心
み

　奏
かな

（太田・剛・10/9）
米崎　戸　田　莉

り

　瑚
こ

（地竹沢・宏人・9/16）
小友　山　田　　　栞

しおり

（財当・博之・9/16）
　　　熊　谷　　　粹

すい

（松山前・貴徳・9/17）
広田　臼　井　彪

ひゅう

　真
ま

（久保・彰・9/16）
　　　佐　藤　聖

きよ

　宏
ひろ

（大久保・宏・10/13）

◇結婚（　）は字名・婚姻日
矢作　木下洋

ひろ

人
と

・平田真
ま

子
こ

（諏訪・10/10）
気仙　吉田忠

ただ

史
し

・田中睦
むつみ

（古谷・9/30）
高田　吉田篤

あつし

・柏﨑由
ゆ

佳
か

（中和野・9/29）
　　　小島幸

ゆき

久
ひさ

・山口さちこ（大石沖・10/4）
米崎　菅野貴

たか

大
ひろ

・佐々木春
はる

香
か

（川西・9/28）
広田　及川昌

まさ

哉
や

・一戸麻
ま

央
お

（袖野・10/13）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日
矢作　菅　野　與

よ

　八
はち

（打越・83・9/23）
　　　伊　藤　忠

ただ

　夫
お

（諏訪・81・9/27）
　　　堀　井　政

まさ

　子
こ

（山崎・91・10/5）
横田　畠　山　　　清

きよ

（砂子田・96・10/11）
竹駒　佐々木　文

ぶん

太
た

郎
ろう

（大畑・78・10/6）
　　　阿　部　ク　ラ（細根沢・88・10/9）
気仙　菅　野　吉

きち

之
の

助
すけ

（上長部・86・9/15）
　　　菅　野　廣

ひろ

　志
し

（古谷・98・10/2）
　　　江　刺　幸

さち

　子
こ

（愛宕下・88・10/5）
高田　松　本　ミキヲ（東和野・90・9/19）
　　　村　上　ノリ子（東和野・86・10/3）
　　　荻　原　ミノヘ（東和野・100・10/11）
米崎　金

きん

　野
の

　タケヨ（西の沢・86・9/16）
　　　大和田　フ　ユ（神田・94・9/25）
　　　千　葉　フカエ（佐野・102・10/2）
　　　金

こん

　野
の

　好
よし

　夫
お

（野沢・89・10/11）
小友　村

むら

　上
かみ

　義
よし

　一
いち

（中里・81・9/16）
　　　藤

ふじ

　原
わら

　　　博
ひろし

（中里・90・9/22）
　　　小野寺　　　滋

しげる

（西下・67・10/9）
　　　佐　藤　貞

てい

　子
こ

（獺沢・88・10/13）
広田　臼　井　カシワ（久保・100・9/17）
　　　伊　藤　弘

こう

　一
いち

（集・73・9/19）
　　　村　上　英

ひで

　夫
お

（長洞・80・9/28）
　　　德　山　良

りょう

　一
いち

（蒲田・91・9/29）
　　　村　上　　　高

たかし

（小長洞・80・10/7）
　　　戸　羽　助

すけ

　治
じ

（小長洞・90・10/12）

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
工
事
期
間
…
11
月
21
日
㊏
～

25
日
㊌
◆
受
付
件
数
…
１
日
当

た
り
２
件
（
午
前
・
午
後
各
１
件
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
民
環
境

課
環
境
安
全
係
（
内
線
１
３
４
）

　

県
は
、
が
け
崩
れ
や
土
石
流

な
ど
の
土
砂
災
害
か
ら
国
民
の

生
命
を
守
る
た
め
、
平
成
13
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
調
査
を

本
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

◆
期
間
…
11
月
11
日
㊌
～
28
年

3
月
20
日
㊐
◆
対
象
地
区
…
矢

作
町
、
小
友
町
◆
調
査
員
…
菊

池
技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
◆
内

容
…
土
地
の
利
用
状
況
や
地
形
、

地
質
状
況
な
ど
の
調
査
◆
そ
の

他
…
調
査
の
た
め
に
、
県
が
発

行
す
る
写
真
入
り
身
分
証
明
書

を
携
帯
し
た
調
査
員
が
私
有
地

に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
大
船
渡

土
木
セ
ン
タ
ー
河
川
港
湾
課
☎

㉗
９
９
１
９

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
12
月
中

に
新
し
い
岩
手
県
版
の
電
話
帳

を
各
家
庭
や
事
業
所
へ
届
け
ま

す
。
現
在
使
用
し
て
い
る
電
話

帳
は
回
収
し
ま
す
。
新
し
い
電

話
帳
の
配
布
の
た
め
に
訪
問
し

た
配
達
員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
な
ど
で
渡
せ
な
か
っ
た
と
き

は
左
記
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
セ
ン
タ
☎
０
１
２
０
・
５
０

６
３
０
９
（
平
日
９
時
～
17
時
）

　　

大
船
渡
市
農
協
で
は
支
店
を

再
編
し
統
廃
合
し
ま
す
。
市
内

で
は
広
田
支
店
が
廃
止
さ
れ
高

田
支
店
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

◆
統
廃
合
日
…
11
月
16
日
㊊
◆

廃
止
店
舗
（
統
合
先
）
…
❶
広

田
支
店
（
高
田
支
店
）
❷
立
根

支
店
（
猪
川
支
店
）
❸
吉
浜
支

店
（
三
陸
支
店
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
大
船
渡
市

農
協
信
用
共
済
部
貯
金
課
☎
㉖

５
２
１
５

広
田
支
店
な
ど
が
廃
止

大
船
渡
市
農
協
店
舗
の

統
廃
合

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

危
険
個
所
の
調
査
実
施

News Flash
みこし行列が練り歩く10/18 天照御祖神社式年例大祭

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら

電
話
帳
の
発
行

　5 年に一度の開催となる矢作町の天
あ ま

照
てらす

御
み

祖
お や

神社式年例大祭（佐々
木美

み

津
つ

子
こ

宮司）が 10 月 18 日、同町内で開かれ、東日本大震災の犠
牲者を悼み、早期復興を願ってみこしが繰り出し、華やかな余興の
数々が披露されました。
　祭りでは、神楽や虎舞、唐傘踊りなど地域の郷土芸能をはじめ祝
いのもちまきも行われ、会場はにぎわいを見せました。

㉑



数字で見る陸前高田市（9月30日現在）

市内の火災救急活動
（　）は1月からの累計

市の人口（住民登録人口）
（　）内は前月比

市内の交通事故（大船渡警察署調べ）
（　）は1月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

◆建　　物
◆林野・その他
◆出動件数
◆搬送人員

件
件
人
人
人

件
件
件
人

（　　件）
（　　件）
（　　人）
（　　人）
（　　人）

（　　件）
（　　件）
（　　件）
（　　人）

◆編集・発行◆　陸前高田市企画部まちづくり戦略室　〒０２９－２２９２ 岩手県陸前高田市高田町字鳴石４２番地５　☎０１９２（５４）２１１１（内線１７３）
　　　　　　　　ホームページ http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp　Ｅメール senryaku@city.rikuzentakata.iwate.jp

男
女
計

世帯数

人
人
人

世帯

（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）

（ ）
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エネルギー　53kcal
食塩相当量　0.9g

（１人分）

食生活改善推進員
の 考 案 レ シ ピ 長芋とキュウリのタラコあえ

①長芋は皮をむき、１㌢角の
さいの目に切る。

②きゅうりは１㌢角のさいの
目に切る。

③タラコは薄皮を取り除く。

④①〜③をとろみが出るまで
混ぜ合わせる。

⑤レモン汁とめんつゆを加え、
味を調える。

⑥冷蔵庫で冷やし、食べる直
前に刻みのりをのせる。

長芋‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 100㌘
キュウリ‥‥‥‥ 100㌘（1本）
タラコ‥‥‥‥‥‥‥‥‥20㌘
レモン汁‥‥‥‥‥‥  大さじ1
めんつゆ‥‥大さじ1（3倍濃縮）
刻みノリ‥‥‥‥‥‥‥‥  1㌘

長芋のさまざまな食感を楽しむ
　長芋は、すりおろすと「トロトロ」、切ると「シャキシ
ャキ」、加熱すると「ホクホク」して、調理方法でさまざ
まな食感を楽しむことができる食材です。
　長芋を触ったり食べたりすると、手や口の周りがかゆく
なることがありますが、皮をむいた後に酢水やレモン汁へ
浸けることでかゆみを予防でき、変色の防止にもなります。
　切った食材は切り口をラップで包んで冷蔵庫で保存し、
すりおろしたものは薄くのばして冷凍して保存すると、次
の調理で使用するときに便利です。
◆問い合わせ先…健康推進課保健係（内線243）

材　料（2人分）
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